
看護学部 カリキュラムマップ
●大学共通科目

成蹊基礎演習１ 〇

成蹊基礎演習２ 〇 〇

英語基礎Ⅰ 〇 〇 〇 〇

英語演習Ⅰ 〇 〇 〇

中国語入門Ⅰ 〇 〇

フランス語入門Ⅰ 〇 〇 〇

韓国語入門Ⅰ 〇 〇

人間と文学 〇 〇

人間と哲学 〇 〇 〇

人間と芸術 〇 〇 〇 〇

現代倫理 〇 〇 〇

心理学概論 〇 〇 〇 〇 〇

カウンセリング理論 〇 〇 〇 〇

日本国憲法 〇 〇 〇

国際関係論 〇 〇

人権と社会 〇 〇 〇

社会学概論 〇 〇

現代と社会福祉 〇 〇 〇

大阪の風土と文化 〇 〇 〇

京都の文化と芸術 〇 〇 〇

ジェンダー論 〇 〇

化学 〇 〇

生物 　 〇 〇

生命倫理 〇 〇

暮らしの科学 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地球環境問題 〇 〇

スポーツ演習Ⅰ 〇 〇

健康科学 〇 〇 〇 〇

ＡＩ入門 〇 〇 〇 〇

統計学基礎 〇 〇

統計学実践 〇 〇

情報リテラシー１ 〇 〇

情報リテラシー２ 〇 〇 〇

全学DP．6
主体性を持ち、
積極的に行動す
ることができる
（行動・実践）

全学DP．7
困難な課題にも
挑み、最後まで
やりとげることが
できる（完遂）

全学DP．8
他者の意見をよ
く聴き、自己の意
図を正確に伝え
ることができる

全学DP．9
集団やチームの
中で固有の役割
を果たすことがで
きる

全学DP．10
常に誠をつくし、
ひとの立場に
立って、考え行
動することができ
る

全学DP．1
確かな専門性を
磨くための幅広
い教養やスキル
を身につけいて
いる

全学DP．2
専門に関わる確
かな知識・技能、
職業理解を身に
つけている

全学DP．3
知識・技能を実
践の中で応用す
ることができる

全学DP．4
論理的に考え、
課題を明らかに
することができる
（課題発見）

全学DP．5
豊かな発想力に
よって、未知の
課題にも創造的
に取り組むことが
できる（企画・立
案）

授業科目の名称

DP（ア）
人の立場に立って考え行動する高
い倫理観と共感性を備え、看護学
の科学的知識と実践能力を持ち、
自律して看護を実践し看護学の発
展に寄与することができる

DP（イ）
人間を全人的に理解し、科学的思
考に基づき多様な健康レベルにあ
る人々の健康問題を解決する判断
力を有し、看護職を目指す者として
使命感を持ち役割を果たすことが
できる

DP（ウ）
地域の特徴や地域で生活する様々
な世代の人々の健康課題を理解
し、また他の医療専門職者と協働し
て健康課題を持つ人々への看護支
援ができる
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●専門科目

人体の構造と機能Ⅰ 〇 〇

人体の構造と機能Ⅱ 〇 〇

病理学 〇 〇

生化学 〇

薬理学 〇 〇 〇

病原微生物と感染 〇 〇 〇

栄養学 〇 〇

疾病治療論Ⅰ 〇 〇

疾病治療論Ⅱ 〇 〇 〇

疾病治療論Ⅲ 〇 〇

疾病治療論Ⅳ 〇 〇

発達心理学 〇 〇

疫学・保健統計学 〇 〇

公衆衛生学 〇 〇 〇

社会福祉と社会保障 〇 〇 〇

保健医療福祉行政論 〇 〇 〇

看護学概論Ⅰ 〇 〇

看護学概論Ⅱ 〇 〇

基礎看護学方法論Ⅰ 〇 〇

基礎看護学方法論Ⅱ 〇 〇 〇

基礎看護学方法論Ⅲ 〇 〇 〇

基礎看護学方法論Ⅳ 〇 〇 〇

基礎看護学実習Ⅰ 〇 〇

基礎看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇

成人看護学概論 〇 〇

成人看護学援助論Ⅰ 〇 〇 〇

成人看護学援助論Ⅱ 〇 〇 〇

成人看護学方法論Ⅰ 〇 〇

成人看護学方法論Ⅱ 〇 〇

成人看護学実習Ⅰ 〇 〇 〇

成人看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇

老年看護学概論 〇 〇 〇

老年看護学援助論 〇 〇 〇

老年看護学援助方法論 〇 〇 〇

老年看護学実習 〇 〇 〇

地域・在宅看護学概論 〇 〇

地域・在宅看護学援助論 〇 〇 〇

地域・在宅看護学援助方法論 〇 〇 〇

地域・在宅看護学実習 〇 〇 〇

精神看護学概論 〇 〇

精神看護学援助論 〇 〇

精神看護学援助方法論 〇 〇

精神看護学実習 〇 〇

母性看護学概論 〇 〇 〇

母性看護学援助論 〇 〇 〇

母性看護学援助方法論 〇 〇 〇

母性看護学実習 〇 〇 〇

小児看護学概論 〇 〇 〇

小児看護学援助論 〇 〇

小児看護学援助方法論 〇 〇

小児看護学実習 〇 〇 〇

全学DP．1
確かな専門性を
磨くための幅広
い教養やスキル
を身につけいて
いる

全学DP．2
専門に関わる確
かな知識・技能、
職業理解を身に
つけている

全学DP．3
知識・技能を実
践の中で応用す
ることができる

全学DP．4
論理的に考え、
課題を明らかに
することができる
（課題発見）

全学DP．5
豊かな発想力に
よって、未知の
課題にも創造的
に取り組むことが
できる（企画・立
案）

全学DP．6
主体性を持ち、
積極的に行動す
ることができる
（行動・実践）

全学DP．7
困難な課題にも
挑み、最後まで
やりとげることが
できる（完遂）

全学DP．8
他者の意見をよ
く聴き、自己の意
図を正確に伝え
ることができる

全学DP．9
集団やチームの
中で固有の役割
を果たすことがで
きる

全学DP．10
常に誠をつくし、
ひとの立場に
立って、考え行
動することができ
る

DP（ア）
人の立場に立って考え行動する高
い倫理観と共感性を備え、看護学
の科学的知識と実践能力を持ち、
自律して看護を実践し看護学の発
展に寄与することができる

DP（イ）
人間を全人的に理解し、科学的思
考に基づき多様な健康レベルにあ
る人々の健康問題を解決する判断
力を有し、看護職を目指す者として
使命感を持ち役割を果たすことが
できる

DP（ウ）
地域の特徴や地域で生活する様々
な世代の人々の健康課題を理解
し、また他の医療専門職者と協働し
て健康課題を持つ人々への看護支
援ができる
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公衆衛生看護学概論 〇 〇 〇

健康教育論 〇 〇 〇

公衆衛生看護管理論 〇 〇 〇

家族相談援助論 〇 〇 〇

公衆衛生看護活動論 〇 〇

地域看護診断学Ⅰ 〇 〇 〇

地域看護診断学Ⅱ 〇 〇

公衆衛生看護学演習 〇 〇

公衆衛生看護学実習 〇 〇 〇

地域健康探索論Ⅰ 〇 〇

地域健康探索論Ⅱ 〇 〇

地域健康探索展開論 〇 〇

国際看護論 〇 〇

災害看護論 〇 〇 〇

地域包括ケア論 〇 〇

多職種連携チームケア論 〇 〇

ウイメンズヘルス論 〇 〇 〇

がん看護学 〇 〇 〇

緩和ケア論 〇 〇 〇

看護教育学 〇 〇

看護倫理 〇 〇

看護マネジメント論 〇 〇

精神保健論 〇

地域健康探索論演習 〇 〇

看護の統合と実践実習 〇 〇

卒業研究Ⅰ 〇

卒業研究Ⅱ 〇

学校保健 〇

養護概説 〇
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区分 授業科目の名称

養護科目

DP（ア）
人の立場に立って考え行動する高
い倫理観と共感性を備え、看護学
の科学的知識と実践能力を持ち、
自律して看護を実践し看護学の発
展に寄与することができる

DP（イ）
人間を全人的に理解し、科学的思
考に基づき多様な健康レベルにあ
る人々の健康問題を解決する判断
力を有し、看護職を目指す者として
使命感を持ち役割を果たすことが
できる

DP（ウ）
地域の特徴や地域で生活する様々
な世代の人々の健康課題を理解
し、また他の医療専門職者と協働し
て健康課題を持つ人々への看護支
援ができる

全学DP．1
確かな専門性を
磨くための幅広
い教養やスキル
を身につけいて
いる

全学DP．2
専門に関わる確
かな知識・技能、
職業理解を身に
つけている

全学DP．8
他者の意見をよ
く聴き、自己の意
図を正確に伝え
ることができる

全学DP．9
集団やチームの
中で固有の役割
を果たすことがで
きる

全学DP．10
常に誠をつくし、
ひとの立場に
立って、考え行
動することができ
る

全学DP．3
知識・技能を実
践の中で応用す
ることができる

全学DP．4
論理的に考え、
課題を明らかに
することができる
（課題発見）

全学DP．5
豊かな発想力に
よって、未知の
課題にも創造的
に取り組むことが
できる（企画・立
案）

全学DP．6
主体性を持ち、
積極的に行動す
ることができる
（行動・実践）

全学DP．7
困難な課題にも
挑み、最後まで
やりとげることが
できる（完遂）
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